
走
行
中
Ｅ
Ｖ
へ
大
電
力
給
電

大
型
車
対
応
の
道
路
開
発

大成建設、大成
ロテ、本田技研

道
路
断
面

　
大
成
建
設
は
大
成
ロ
テ

ク


本
田
技
術
研
究
所
と
共
同
で

走

行
中
の
電
気
自
動
車
︵
Ｅ
Ｖ
︶
に

大
電
力
を
供
給
す
る
無
線
給
電
道

路
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た

車
両

総
重
量


ク
ラ
ス
の
大
型
車
に

対
応
す
る
舗
装
構
造
と
直
流
電
源

シ
ス
テ
ム
を
開
発

２
０
２
７
年

度
以
降
の
公
道
実
証
を
目
指
す


　
道
路
側
の
送
電
コ
イ
ル
で
磁
界

を
発
生
さ
せ

車
両
側
の
受
電
コ

イ
ル
に
電
力
を
伝
え
る
磁
界
結
合

方
式
を
採
用
し

最
大
１
５
０



級
の
給
電
を
想
定
す
る

イ
ン

バ

タ

と
コ
イ
ル
を
一
体
化
し

た
給
電
ユ
ニ

ト
を
直
流
配
電
で

つ
な
ぎ

配
線
を
簡
素
化
す
る


　
走
行
中
給
電
は
バ

テ
リ

の

小
型
化
や
充
電
時
間
の
短
縮
に
つ

な
が
る

５
日
に
東
京
都
港
区
の

虎
ノ
門
グ
ロ

バ
ル
ス
ク
エ
ア
で

記
者
発
表
し
た
本
田
技
術
研
究
所

総
合
研
究
セ
ン
タ

電
動
パ

ワ

ユ
ニ

ト
研
究
開
発
室

の
上
田
拓
開
発
責
任
者
は

﹁
高
稼
働
か
つ
長
距
離
走
行

が
必
要
な
物
流
・
輸
送
分
野

で
の
実
用
化
を
目
指
す
﹂
と

説
明
し
た


　
大
成
建
設
は

年
か
ら
電

界
結
合
方
式
を
開
発
し



年
に
は
時
速


で
の
連
続

給
電
に
成
功
し
た

社
会
実

装
へ

年
度
に
ホ
ン
ダ
に
共

同
研
究
を
打
診
し
た

電
界

方
式
は
特
殊
な
セ
ラ
ミ

ク

構
造
が
必
要
で

天
候
に
効

率
が
左
右
さ
れ
や
す
い

こ

れ
に
対
し
磁
界
方
式
は

一

般
的
な
道
路
部
材
を
使
え


コ
ス
ト
低
減
が
見
込
め

天

候
の
影
響
も
受
け
に
く
い
と

し
て
注
力
す
る


　
大
成
建
設
が
直
流
電
源

本
田

技
術
研
究
所
が
送
受
電

大
成
ロ

テ

ク
が
施
工
の
技
術
開
発
を
担

う

埼
玉
県
幸
手
市
の
研
究
所
で

１
０
０
万
輪
︵


ニ


ト
ン

換
算
輪
数
︶の
台
上
試
験
を
実
施


直
流
電
源
は
車
両
通
過
時
の
負
荷

を
模
し
た
実
験
で

道
路
側
の
給

電
設
備
へ
１
５
０


を
安
定
供

給
で
き
る
こ
と
を
確
か
め
た


　
大
成
建
設
次
世
代
技
術
開
発
室

の
遠
藤
哲
夫
開
発
責
任
者
は
﹁
舗

装
構
造
や
給
電
ユ
ニ

ト
の
強
度

を
見
直
し

ひ
び
割
れ
を
改
善
し

た
﹂
と
説
明
し
た
‖
写
真

既
存

舗
装
を
切
削
し
て
ユ
ニ

ト
な
ど

を
埋
設
す
る
施
工
方
法
も
検
討
し

て
お
り

大
成
ロ
テ

ク
研
究
開

発
部
の
加
納
孝
志
開
発
責
任
者
は

﹁
精
度
が
よ
く

耐
久
性
を
確
保

し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
私
た
ち

の
ミ

シ

ン
だ
﹂
と
述
べ
た


　

年
末
ま
で
に
福
島
県
田
村
市

の
実
証
セ
ン
タ

に
試
験
走
行
路

を
構
築
す
る

延
長


に
給
電

ユ
ニ

ト
を
埋
設
し

実
車
に
よ

る
１
０
０
万
輪
の
載
荷
走
行
試
験

や
最
大
１
５
０


出
力
で
の
走

行
中
給
電
実
験
を
進
め
る

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